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支部だより

「台風に関するシンポジウム」盛会

　日本気象学会関西支部は，航空気象研究懇話会と共催

で表記のシンポジウムを大阪空港ビル7階会議室で開催

した．当日は，航空会社，気象協会のほか大学，近畿地

建，関西電力，府公害センター等気象台関係者以外から

も多数参加され，聴講者は約80名に達し，会場一杯にな

った．折から熱帯低気圧が潮岬南方にあり，台風に対す

る関心が高かった日でもあり，盛んに質疑応答がなさ

れ，討論時間も不足気味なほどであった．

　初めに山元支部長から開催に至る経過を中心にあいさ

つがあり，最後に岡林大航所長が謝辞でしめくくった．

　話題要旨は次のとおりで，大西理事の座長で進められ

た．

　気象庁で行なっている台風の進路予報について詳しく

解説し，その扇形表示・速度等の精度等について説明し

た．

　さらに，予報がはずれた台風の特徴を実例で示し，地

形による変形などについて話した．

○　気象衛星から見た台風

　　　　　　　　　　大阪航空測候所岡林俊雄

　台風に関する気象衛星写真について解析し，台風の発

生から衰弱まで，その雲パターンの特徴，進行方向の推

定法にふれ，中心が2つある場合や顕著な外側降雨帯に

ついてその特徴を説明した．

○　台風と航空機の運航について

　　　　　　　　　　　　　　全日空　佐古之彦

　航空機運航管理者の立場から，昭和51年の台風による

欠航便を調査し，その原因は台風に伴う強風によるもの

であり，とくに滑走路に対する横風成分が運航に支障が

あることを論じ，各空港の風の特性を詳細に発表した．

○　台風の進路予報について

　　　　　　　　　　大阪管区気象台　久保田利一

62

○　被害台風の特徴について

　　　　　　　　　　　　京都大学光田　　　寧

　台風による被害対策のため，モデル台風を作り，その

強風分布を推定するため，気圧分布式を実際の資料を使

用して決定した．その結果はよく一致し，進行速度・摩

擦の影響を入れて，台風周辺の風速分布をモデル的に示

した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（古橋重利）
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